
 

 

                         令和４年漁期のズワイガニの水揚げ状況 

 

１ 概況 

（1） 今漁期（R4.11.6～R5.3.20）は、沖合底びき網漁船 23 隻が操業し、漁期中の延べ入港隻数は 692 隻(前年比 99%）だった。 

（2） 今漁期のズワイガニ漁は、水揚量が 534 トン（前年比 94%）で、TAC 消化率は 67.1%（前漁期 66.7%）となった。水揚金額は 3,069 百万円（前年比 94%）で、

過去最高額だった昨年をやや下回った。また、単価は 5,745 円/kg(前年比 99%)と過去最高を記録した昨年とほぼ同額であった。 

（3） 「松葉がに」は、水揚量が 227 トン（前年比 94%）で、水揚金額は 1,905 百万円（前年比 94%）だった。単価は 8,411 円/kg(前年比 100%)だった。 

（4） 「親がに」の水揚量は 268 トン(前年比 92%）で、水揚金額はの 1,088 百万円(前年比 91%)となった。単価は 4,063 円/kg(前年比 99%)だった。 

（5） 「若松葉がに」の水揚量は 40 トン(前年比 115%)で、水揚金額は 76 百万円(前年比 128%)、単価は 1,906 円/kg(前年比 112%)だった。 

 

２ 集計結果（11 月 6 日から 3 月 20 日までの累計） 
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田後漁協 6 171 77,107 635,858 8,246 72,184 285,998 3,962 12,623 21,238 1,683 161,914 943,094 5,825 

鳥
取
県
漁
協 

網代港支所 10 364 71,686 646,702 9,021 111,000 478,622 4,312 14,898 29,328 1,969 197,584 1,154,651 5,844 

賀露支所 4 75 26,456 222,743 8,420 40,254 152,748 3,795 9,691 20,392 2,104 76,400 395,883 5,182 

境港支所 3 82 51,261 399,836 7,800 44,228 170,205 3,848 2,845 5,382 1,892 98,334 575,424 5,852 

合計 23 692 226,511 1,905,139 8,411 267,666 1,087,573 4,063 40,056 76,340 1,906 534,232 3,069,052 5,745 

前年同期 23 698 240,214 2,022,029 8,418 292,232 1,195,185 4,090 34,927 59,477 1,703 567,373 3,276,692 5,775 

対前年増減 0 △ 6 △ 13,703 △ 116,890 △ 7 △ 24,566 △ 107,612 △ 27 5,129 16,862 203 △ 33,141 △ 207,640 △ 30 

前年比（％） 100 99 94 94 100 92 91 99 115 128 112 94 94 99 

                                                     （表中の数字は小数点以下四捨五入しています） 

３ 「特選とっとり松葉がに五輝星」について 【 】内は前漁期 

（1） 水揚枚数 272 枚【215 枚】、水揚金額 12,572 千円【8,603 千円】、平均単価 46,219 円/枚【40,016 円/枚】、値幅 18,000～1,000,000 円【14,000～900,000 円】 

（2） 水揚げ枚数は過去最高だった。多かった理由は、水産試験場が漁期前に行ったトロール調査から、松葉がにの推定資源量は、甲幅 12cm 以上の大型個体の資源量

が、小型個体（10.5～12cm）を上回る結果となったことや、特に解禁当初、例年と異なり、大型の個体が漁獲されやすい漁場で操業が行われたこと等から、大型

の五輝星サイズの松葉がにが水揚げされやすい状況になったと考えられる。※五輝星（甲幅 13.5cm以上）のサイズに成長するのに約 10 年を要する。 

４ まとめ 

（1） ズワイガニ漁の漁獲量は昨年の 94%とやや減少した。この原因としては、資源の低水準などが影響していると思われる。一方、若松葉がにの漁獲量は平年よりも

少ないながらも昨年の 115%とやや増加した。これは、水産試験場が漁期前に行ったトロール調査からも、若松葉（10.5cm 以上）の推定資源量は、前年を上回る

結果が得られており、これまでの若松葉の漁獲枚数制限や漁期短縮といった漁業者の自主規制の強化が徐々に資源回復につながっていると推察している。 

（2） 水揚金額は昨年に引き続き 30 億円を超え、令和 2～3 年漁期に次ぐ、過去 3 番目となった。供給に対して需要が大きかったことなどが考えられる。 
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